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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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抑
止
力
と
は

何
か
。
大
き
く

は
覇
権
争
い
の

軍
備
。
税
金
や

同
盟
国
の
貢
ぎ

物
で
賄
わ
れ
る

▼
我
が
職
場
の
抑
止
力
は
見

せ
し
め
効
果
に
頼
る
調
査
の

よ
う
だ
。
と
ば
っ
ち
り
が
納

税
者
と
現
場
に
。
ギ
ス
ギ
ス

し
苦
情
が
飛
び
交
う
申
告
相

談
会
場
の
遠
因
は
、
抑
止
力

の
せ
い
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
▼
今
、
復
興
税
の
広
報
不

足
が
津
波
と
な
っ
て
押
し
寄

せ
て
い
る
。
自
力
作
成
者
の

未
記
載
が
圧
倒
的
に
多
く
目

算
で
六
割
に
達
す
る
。
来
署

者
は
「
復
興
の
た
め
な
ら
」

と
快
く
訂
正
し
て
も
ら
え
る

が
郵
送
で
は
そ
う
は
い
か
な

い
▼
年
金
の
還
付
申
告
者
に

一
円
の
復
興
税
漏
れ
を
電
話

で
説
明
す
る
と
「
わ
ざ
わ
ざ

す
い
ま
せ
ん
」と
恐
縮
さ
れ
、

「
訂
正
申
告
の
往
復
郵
送
料

が
も
っ
た
い
な
い
か
ら
出
向

き
ま
す
」
と
あ
り
が
た
い
申

し
出
も
あ
る
が
、
広
報
不
足

に
頭
が
さ
が
っ
た
。 

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉無
条
件
で
生
き
ま

す
が
、
手
順
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

（
　
分
で
二
、
三
段
以
上
）
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すでに職員はヘトヘすでに職員はヘトヘトト、、健康を最優先せよ健康を最優先せよ

　
確
定
申
告
の
相
談
受
付
も
終
盤
に
入
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
復
興
特
別
所
得
税
の
訂
正
処
理
が
あ
ら
た
に
加
わ
り
、
確
定
申
告
相
談

が
終
わ
っ
て
も
、
課
税
内
部
や
管
理
運
営
部
門
の
繁
忙
期
は
続
き
ま
す
。

　
一
人
の
病
人
、
死
亡
者
も
出
さ
な
い
、
事
務
運
営
を
改
め
て
要
求
し
ま
す
。

  復
興
特
別
所
得
税
の
訂
正
処
理
で
負
担
増

     担
当
者
の
増
員
と
調
査
事
務
削
減
が
急
務

　
復
興
特
別
所
得
税
の
処
理

で
各
署
と
も
大
変
に
な
っ
て

い
ま
す
。
復
興
税
は
今
年
が

初
め
て
の
申
告
と
な
り
、
今

後
も
続
き
ま
す
。
手
書
き
の

申
告
書
で
は
窓
口
、
郵
送
分

と
も
こ
の
記
載
漏
れ
が
大
量

に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
審
査
事
務
も
大
幅
に
遅

れ
、
還
付
留
保
担
当
者
も
悲

い
も
の
を
全
件
処
理
す
る
よ

う
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　
還
付
以
外
は
「
書
類
は
ず

し
」
で
簡
単
に
審
査
は
終

わ
っ
た
が
、
今
年
は
復
興
特

別
税
が
ら
み
の
エ
ラ
ー
デ
ー

タ
が
相
当
あ
り
、「
　
分
で

15

終
わ
っ
て
い
た
バ
ッ
チ
が
1

時
間
か
か
っ
た
」
等
の
事
例

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た

「
木
を
見
て
森
を
見
な
い
審

査
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
の

声
も
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
事
態
が
深

刻
化
し
ま
す
。
当
局
は
早
期

に
抜
本
的
な
対
策
を
示
す
べ

き
で
す
。

　
　
　
　
　（
関
信
地
連
発
）

　
審
査
担
当
者
は
不
安

　
郵
送
等
の
手
書
き
申
告
書

の
復
興
特
別
所
得
税
記
載
漏

れ
や
計
算
誤
り
は
相
当
あ
る

模
様
で
、
あ
る
署
で
は
1

バ
ッ
チ
（
　
件
）
で
３
～
５

25

件
に
な
る
そ
う
で
す
。
当
局

の
説
明
に
よ
れ
ば
、
全
件
処

理
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の

よ
う
な
申
告
書
に
は
他
の
誤

り
が
見
受
け
ら
れ
る
例
（
生

命
保
険
控
除
誤
り
）が
あ
り
、

審
査
に
時
間
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
限
り
に
し
て

　
共
通
の
悩
み
は
復
興
特

別
所
得
税
。
手
書
き
の
申

告
書
の
四
～
五
人
に
一
人
。

立
ち
作
業
は
半
日
、4
時
締
切
り
を

職
員
負
担
の
軽
減
を
 

　
　
　
　
　
交
渉
で
追
及

組
合
　
受
付
・
収
受
・
相
談

業
務
は
応
援
者
も
含
め
、
少

な
く
と
も
半
日
交
代
と
す
る

こ
と
。
立
ち
っ
ぱ
な
し
を
強

行
す
る
場
合
は
　
分
交
替
と
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し
、
い
つ
で
も
休
憩
で
き
る

体
制
を
整
え
る
こ
と
。

当
局
　
来
署
者
の
多
寡
や
Ｐ

Ｃ
の
台
数
、
会
場
の
物
理
的

状
態
な
ど
を
考
慮
し
て
ハ
イ

カ
ウ
ン
タ
ー
等
を
活
用
し
て

い
る
と
思
う
。
職
員
の
健
康

管
理
に
配
慮
し
て
行
う
よ
う

指
示
し
て
い
る
。

組
合
　
必
要
な
の
は
短
時
間

で
の
交
代
だ
。

　
　
　
　
　（
北
海
道
地
連
）

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
限
界

組
合
　
　
住
基
カ
ー
ド
の
発

行
枚
数
は
7
4
4
万
枚
、
確

定
申
告
者
は
２
，
１
０
０
万

人
。
そ
の
方
た
ち
が
自
宅
か

ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
送
信
す
る

と
な
る
と
、
住
基
カ
ー
ド
は

整
っ
て
い
な
い
の
で
す
か
ら

無
理
と
い
う
こ
と
が
い
え
る

か
と
思
い
ま
す
。

　
ど
う
い
う
形
で
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
を
普
及
さ
せ
る
の
か
具
体

的
な
方
策
を
次
回
に
は
示
し

て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　（
東
海
地
連
）

受
付
終
了
時
間
は
明
確
に

　
Ａ
署
に
て
。　
時
半
過
ぎ
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に
来
署
し
た
納
税
者
。「
申

告
整
理
が
あ
る
の
で
…
」
と

丁
重
に
お
断
り
し
た
と
こ
ろ

「
終
了
時
間
を
は
っ
き
り
書

い
て
お
け
！
5
時
ま
で
に
来

た
ら
大
丈
夫
や
と
思
う
や
な

各
地
連
で
超
勤
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中

 閉
庁
日
対
応
は
 

 来
署
者
を
呼
び
込
む

　
左
側
の
写
真
は
関
信
局
埼

玉
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
（
浦

和
・
大
宮
署
合
同
会
場
）
の

日
曜
開
庁
風
景
。
昨
年
と
今

年
を
比
較
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
番
号
札
の
配
布
を
や

め
た
影
響
か
会
場
に
入
場
す

る
列
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
内
に
は
今
年
か
ら
優

先
コ
ー
ナ
ー
（
　
歳
以
上
の

70

納
税
者
と
職
員
が
着
座
相

談
）
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
が

満
員
。
お
年
寄
り
に
配
慮
す

る
の
は
大
切
で
す
が
、
日
曜

日
に
来
な
く
と
も
い
い
方
々

で
は
？

　
自
宅
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
が

難
し
い
方
々
で
も
、
わ
ざ
わ今年は７列、約400人（2014年２月23日）

昨年は番号札効果？で100人以下（2013年２月24日）

　
現
金
領
収
機
用
パ
ソ
コ
ン

を
増
設
す
る
よ
う
長
官
交
渉

で
も
要
求
し
て
い
ま
す
が
、

関
信
局
で
は
3
月
に
限
り
2

5
署
へ
局
の
パ
ソ
コ
ン
を
各

1
台
貸
与
す
る
旨
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　
一
定
の
要
求
実
現
で
す

が
、
そ
も
そ
も
2
台
設
置
署

は
埼
玉
県
南
署
5
署
し
か
な

く
、
配
置
自
体
の
根
拠
も

「
領
収
件
数
」と
言
う
だ
け
で

明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
月
末
等
混
雑
し
て
い
る
現

状
を
解
消
す
る
為
、
必
要
な

署
に
複
数
台
を
配
置
す
る
よ

う
要
求
し
ま
す
。

い
か
」
と
、
捨
て
台
詞
を
残

し
て
帰
っ
て
い
っ
た
。

違
い
は
歴
然
！

税
務
署
「
混
雑
状
況
に
応
じ

て
相
談
受
付
は
　
時
頃
に
終

16

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
役
所
「
相
談
受
付
は
　
時
15

半
ま
で
」（
Ｎ
県
Ｋ
市
の
広
報

よ
り
抜
粋
）

　
　
　
　
　（
近
畿
地
連
発
）

領
収
用
Ｐ
Ｃ
増
設

復興特別所得税の処理で労働強化にするな

　
審
査
担
当
者
か
ら
は
「
今

年
は
相
当
審
査
に
時
間
が
か

か
る
の
で
体
制
を
き
ち
ん
と

し
て
く
れ
な
い
と
超
勤
続
き

に
な
り
か
ね
な
い
」
と
不
安

な
顔
。
ま
た
そ
れ
を
処
理
す

る
事
後
担
当
者
か
ら
も
不
安

の
声
が
い
っ
ぱ
い
出
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　（
東
海
地
連
発
）

ざ
日
曜
日
に
来
な
く
て
い
い

広
報
の
仕
方
が
必
要
で
す
。

鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
還
付
留
保
に
よ
り
、
納

税
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の

増
加
も
想
定
さ
れ
、
課
税
内

部
や
管
理
運
営
の
職
員
は
電

話
対
応
で
忙
殺
さ
れ
ま
す
。

　
挙
署
一
体
体
制
で
、
審

理
、
還
付
留
保
担
当
の
増
員

を
早
急
に
図
る
と
と
も
に
、

期
中
処
理
事
案
を
限
定
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

4
月
以
降
の
調
査
事
務
を
削

減
し
、
事
後
処
理
を
早
期
に

行
う
体
制
を
整
え
る
こ
と
が

急
務
で
す
。

　
木
を
見
て
 

　
　
森
を
見
な
い
審
査
に

　
復
興
特
別
税
の
審
査
で
は

省
略
基
準
が
な
く
記
載
の
な

多
い
時
は
半
分
く
ら
い
が
記

入
漏
れ
に
な
っ
て
い
る
。

「
提
出
時
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て

訂
正
を
」
と
い
う
指
示
で
す

が
、
ピ
ー
ク
時
に
ど
う
対
処

す
る
か
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
。

　
こ
れ
が
　
年
間
も
続
く
か

25

と
思
う
と
気
が
重
い
。
消
費

税
も
上
が
る
こ
と
だ
し
、
法

人
並
み
に
今
年
限
り
と
し
て

も
ら
え
な
い
も
の
か
。　
　

　
　
　
　
　（
近
畿
地
連
発
）

　
や
め
て
よ

　
相
談
会
場
の
朝
礼
で
の
管

理
者
の
発
言
。

　「
収
支
等
コ
ー
ナ
ー
の
空

き
席
に
は
相
談
者
を
案
内
し

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

　
北
か
ら
南（
確
定
申
告
編
）

　
　
―
各
地
連
か
ら
の
機
関
紙
・
情
報
転
載
―

い
し
ま
す
。
都
合
の
悪
い
時

は
合
図
を
し
て
く
だ
さ
い
」。

担
当
者
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て

く
だ
さ
い
。
例
年
こ
の
コ
ー

ナ
ー
は
、
収
支
、
特
殊
な
住

宅
控
除
、
外
人
さ
ん
、
譲
渡
、

贈
与
ほ
か
複
雑
な
相
談
も
あ

り
ま
す
。
相
談
担
当
者
の
状

況
も
見
て
や
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
」
と
。

　
管
理
者
は
さ
ら
に
「
慣
れ

れ
ば
や
れ
る
の
で
は
」、
職

員
「
一
度
管
理
者
に
模
範
を

示
し
て
も
ら
い
た
い
も
の

だ
」
と
ぽ
つ
り
。
ち
な
み
に

当
日
は
４
名
の
相
談
担
当
で

取
り
巻
く
席
は
　
席
で
し

20

た
。　
　
　
　
　
　（
東
海
地
連
発
）

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

東海地連　愛知東・岐阜支部合同教宣部機関紙より転載
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コ
ラ
ム
「
私
鉄
沿
線
」

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

○
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
は
、

元
々
キ
ャ
ベ
ツ
の
千
切
り

機
だ
っ
た
な
ん
て
知
っ
て

い
ま
し
た
か
。
そ
の
シ
ュ

レ
ッ
ダ
ー
作
業
が
、
面
倒

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

終
業
前
に
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

し
て
よ
い
も
の
か
否
か
を

統
括
官
が
チ
ェ
ッ
ク
、
そ

の
後
に
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
だ

そ
う
で
す
。
念
に
は
念
を

入
れ
て
の
作
業
は
、
面
倒

で
す
ね
え
。

○
管
運
で
は
お
馴
染
み
の

「
納
付
計
器
」、
印
紙
税
納

付
済
み
の
ス
タ
ン
プ
の
よ

う
な
機
械
で
す
。
大
き
な

企
業
は
毎
月
更
新
の
た
め

に
領
収
書
を
持
っ
て
来
ま

す
。
領
収
書
を
な
く
し
た

事
例
。
ま
ず
、
電
話
で
「
ど

う
に
か
な
り
ま
せ
ん
か
」、

職
員
が
「
再
発
行
は
で
き

ま
せ
ん
」
こ
の
や
り
取
り

の
末
に
、
怒
鴫
ら
れ
て
一

方
的
に
ガ
ッ
チ
ャ
ン
。
そ

の
後
、
そ
の
上
司
か
ら
、

本
社
か
ら
も
電
話
が
続
き

ま
す
。
無
い
と
言
っ
て
い

た
所
か
ら
領
収
書
が
出
現

し
て
決
着
し
ま
し
た
。
怒

鳴
ら
れ
て
溜
ま
り
に
溜

ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
は
ど
う

し
て
解
消
す
る
の
か
！

各
署
の
確
申
期
状
況
は

【
愛
知
支
部
・
一
宮
分
会
】

●
窓
口
領
収
は
大
変

　
新
現
金
領
収
機
が
こ
の

１
月
か
ら
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
１
台
の
機
械
で
現
金

領
収
と
証
明
等
手
数
料
の

受
領
。
１
月
と
い
う
と
源

泉
所
得
税
の
納
税
が
た
っ

ぷ
り
。
そ
し
て
今
年
は
納

税
証
明
当
た
り
年
（
入
札

年
）
で
ひ
っ
き
り
な
し
の

日
も
多
く
大
変
で
し
た
。

早
い
者
勝
ち
で
機
械
操

作
？
で
は
な
い
で
す
が
待

た
せ
て
い
る
こ
と
に
、
納

税
者
も
職
員
も
心
中
穏
や

か
で
は
な
か
っ
た
。
今
度

は
確
申
期
、
納
税
の
際
に

整
理
番
号
が
あ
れ
ば
処
理

は
早
い
。
で
も
不
明
だ
と

整
理
番
号
を
調
べ
て
入
れ

な
い
と
住
所
氏
名
を
キ
ー

入
力
。
そ
し
て
、
他
の
上

席
に
入
力
誤
り
が
な
い
か

確
認
し
て
も
ら
う
。

　
一
番
困
る
の
は
、
現
金

領
収
の
際
に
整
理
番
号
･

税
目
･
税
額
な
ど
納
付
書

と
同
じ
こ
と
を
書
く
。

は
っ
き
り
言
う
と
納
税
者

の
持
っ
て
き
た
納
付
書
の

書
き
直
し
。
時
間
ば
か
り

か
け
て
、
効
率
ば
か
り
言

わ
れ
て
も
困
る
な
ぁ
。
職

員
を
減
ら
し
と
い
て
、
仕

事
増
や
し
て
、
超
勤
に
し

な
い
よ
う
に
と
言
っ
て
、

一
貫
性
の
な
い
こ
と
ば
か

り
言
う
上
部
機
関
は
い
ら

な
い
ね
。

●
７
０
０
名
超
え

　
連
日
相
談
者
が
7
0
0

名
を
超
え
て
い
ま
す
。
職

員
は
大
変
、
相
談
者
も
3

～
4
時
間
待
ち
で
大
変
。

相
談
終
了
は
連
日
６
時
半

か
ら
７
時
頃
ま
で
。「
疲

れ
る
は
…
」
の
声
し
き
り
。

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵
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大幅賃上げで生活改善を

〈
解
答
〉
黒
１
、
３
が
好
手

段
。
白
４
に
黒
５
か
ら
７
で

追
い
落
と
し
に
な
り
、
黒
生

き
で
す
。
黒
１
で
３
は
白
１

黒
イ
白
７
で
コ
ウ
。
黒
３
で

先
に
５
は
白
６
で
無
条
件
の

生
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１　賃金・昇格等の改善について
・憲法違反の臨時特例法に基づく給与減額措置を直ちに廃止。給与の回復を行うこと。
・国家公務員の賃金を月額平均23,000円（行政職（一）ベース）引き上げること。
・55歳超職員の給与減額措置の廃止や、高齢層の給与抑制措置を取りやめること。
・住居手当の全額支給限度額、最高支給限度額の引き上げ。通勤手当の改善を行うこと。
２　労働時間短縮、休暇制度など働くルールの確立について
・所定勤務時間を「１日７時間、週35時間」に短縮すること。
・公務員宿舎の大幅削減、宿舎使用料の値上げを行わないこと。
３　非常勤職員の雇用の安定・処遇改善について
・非常勤職員の時給を120円以上引き上げること。
・非常勤職員をはじめ、公務職場で働く者の最低賃金を「時給1,000円」以上に引き上
　げること。
・非常勤職員の雇い止めを行わないこと。また、公募要件を撤廃すること。
４　民主的公務員制度と労働基本権の確立について
・評価制度について、①　評価結果は全面開示とすること。②　短期の評価結果を給与
　等の決定に直接反映しないこと。
５　高齢期雇用・定年延長について
・雇用と年金の確実な接続をはかるため、定年年齢を65歳とすること。
　それまでの間は再任用制度で、①必要な定数を確保し、希望者全員の雇用を保障
　②給与は、少なくとも定年退職時の7割の水準を確保すること。
６　男女平等・共同参画について
・女性の採用を拡大するとともに、数値目標を設定して大幅な登用をはかること。
７　健康・安全確保、母性保護等について
・パワーハラスメントに対する指針を策定し、具体的な対策を講じること。
・産前休暇を8週間、産後休暇を10週間とし、産前6週間の就業禁止期間を設ける　
　とともに、代替要員を確保すること。
８　東日本大震災、東京電力福島第一原発事故に伴う労働条件改善について
・福島県の各官署に勤務する職員の放射線量管理を徹底させるとともに、定期的に特別
　健康診断を行うこと。

餌

影

営

映
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嬰
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今
、
春
闘
が
各
地
で
た
た

か
わ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
も

財
界
に
賃
上
げ
を
要
請
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
お

ひ
ざ
元
の
公
務
員
賃
金
は
引

き
下
げ
ら
れ
た
ま
ま
で
す
。

デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
に
は
、

民
間
へ
の
賃
上
げ
要
請
だ
け

で
は
な
く
、
自
ら
が
「
公
務

員
総
人
件
費
抑
制
」
の
方
針

を
転
換
し
、
給
与
特
例
法
を

直
ち
に
廃
止
し
て
、
公
務
員

賃
金
の
回
復
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

賃下げ違憲訴訟、第10回口頭弁論開く

　
公
務
員
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
第
　
回
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
、
東
京
地
連
と
関
信
地

10

連
の
組
合
員
6
名
が
早
朝
の
地
裁
前
集
会
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　
4
名
の
組
合
員
が
裁
判
を
傍
聴
し
ま
し
た
が
、
原
告
が
申
請
し
た
当
時
の
片
山

総
務
大
臣
の
証
人
は
認
め
ら
れ
ず
、
政
府
の
責
任
は
あ
い
ま
い
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
回
は
5
月
8
日
に
第
　
回
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
ま
す
。

11

原告代表10人証言に立つ

2
月
　
日
20

　
2
月
　
日
（
木
）、「
公
務

20

員
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
」
第
　10

回
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
、
原

告
側
の
証
人
と
し
て
　
名
の

10

証
人
が
出
廷
し
ま
し
た
。
ど

の
証
人
も
現
在
の
公
務
員
の

厳
し
い
状
況
に
つ
い
て
証
言

し
ま
し
た
。

証
言
内
容
要
旨

　
公
務
員
を
苦
し
め
る
の
は

や
め
て

①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
を
解
約

し
、
保
険
を
削
っ
た
。
食
費

も
減
ら
し
た
。
人
は
減
り
責

任
は
重
い
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
保
て
な
い
。
行
き
過
ぎ

た
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
だ
。

②
９
年
前
と
ほ
ぼ
同
様
の
年

収
に
な
っ
た
。
5
年
前
に
住

宅
を
、
4
年
前
に
車
を
購
入

し
支
払
い
が
と
て
も
負
担
。

子
ど
も
た
ち
に
塾
を
我
慢
さ

せ
て
い
る
。

③
公
務
員
の
給
与
が
下
が
る

の
は
処
分
の
と
き
だ
け
だ
と

思
っ
て
い
た
。
人
事
院
を
無

視
し
た
も
の
は
憲
法
違
反

だ
。
公
務
員
を
苦
し
め
る
の

は
、
や
め
て
ほ
し
い
。

④
札
幌
に
住
ん
で
い
る
。
暖

房
・
衣
服
・
車
の
タ
イ
ヤ
・

除
雪
な
ど
今
の
給
与
で
は
賄

え
な
い
。

⑤
夏
に
エ
ア
コ
ン
、
そ
の
あ

と
洗
濯
機
が
壊
れ
た
。
エ
ア

コ
ン
は
ま
だ
修
理
で
き
な

い
。
人
勧
よ
り
下
げ
ら
れ
た

の
は
大
き
い
。

⑥
震
災
の
た
め
と
い
う
が
、

目
的
は
下
げ
る
こ
と
と
し
か

思
え
な
い
。
後
だ
し
ジ
ャ
ン

ケ
ン
の
よ
う
。
文
化
的
生
活

が
圧
迫
さ
れ
る
。
法
治
国
家

と
し
て
許
せ
な
い
。

⑧
震
災
被
害
者
、
１
日
で
も

早
く
復
興
す
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
る
。
震
災
前
に
水
回
り

を
治
し
、
車
を
買
っ
た
（
６

人
以
上
乗
車
）
が
、
震
災
後

新
た
に
車
を
買
い
替
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ス
ー

ツ
や
子
ど
も
の
服
が
変
わ
っ

て
い
な
い
。
冷
や
水
を
か
け

た
政
府
に
怒
り
を
覚
え
る
。

⑨
壊
れ
た
給
湯
機
も
直
せ
な

い
。
家
族
で
旅
行
も
で
き
な

い
。
神
戸
の
震
災
で
は
3
年

で
回
復
し
た
が
、
今
の
東
北

は
戻
っ
て
い
な
い
。
復
興
は

大
事
だ
が
、
ル
ー
ル
無
視
は

ど
う
か
。

傍
聴
者
の
感
想

　
ど
の
証
人
の
意
見
も
切
実

で
も
っ
と
も
だ
と
思
っ
た
。

復
興
の
た
め
と
い
い
な
が

ら
、
目
に
見
え
る
復
興
が
さ

れ
て
い
な
い
と
の
証
言
も

あ
っ
た
が
、
公
務
員
の
賃
下

げ
分
二
千
九
百
億
円
を
復
興

支
援
の
ど
こ
に
お
金
を
使
っ

た
の
か
も
ま
と
も
に
説
明
し

な
い
政
府
に
心
底
怒
り
を
覚

え
る
。

「2014年統一要求書」提出

賃
下
げ
反

賃
下
げ
反
対対
の
旗
は
下
げ

ら
れ
な
い

2
月
　
日
付
の
「
北
か
ら
南
か
ら
」
の
【
東
北
・
仙
台

25

北
分
会
】
か
ら
の
記
事
中
に
事
実
関
係
の
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
①
「
超
勤
を

や
ら
さ
れ
た
と
の
事
。」
の
部
分
は
、「
超
勤
命
令
を
受

け
、
従
事
し
た
と
の
事
。」
に
訂
正
し
ま
す
。
②
「
署

長
挨
拶
時
に
『
疲
れ
る
の
で
次
回
は
超
勤
を
し
た
く
な

い
』
旨
を
告
げ
て
き
た
」
の
部
分
は
削
除
し
ま
す
。

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃

　
国
公
労
連

は
、
賃
上
げ
と

と
も
に
労
働
条

件
の
改
善
を
求

め
て
、
２
月
　21

日
、
政
府
、
人

事
院
に
対
し
、

「
2
0
1
4
年

統
一
要
求
書
」

を
提
出
し
ま
し

た
。
全
国
税
も

長
官
あ
て
に
統

一
要
求
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

 （
大
要
・
左
掲
）

地裁前集会に参加した高橋原告（右）と組合員


